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継続（標準化と管理の定着）

継続（標準化と管理の定着）

■ 継続実態調査用紙を用いて聞き取り実施■

■ 調査対象

－2024年ＴＱＭサークル活動６チーム（Ⅰ期）

■ 歯止めチェックシートの分析(フィードバック）

■ 歯止めチェックシートを用いて調査を実施■

■ 調査対象

－2024年ＴＱＭサークル活動６チーム（Ⅱ期）

■ 歯止めチェックシートの分析(フィードバック）
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継続実態調査の実施（ＴＱＭ活動の継続） ■ 調査目的：「標準化と管理の定着」の状況確認のために，

２回/年の追跡調査を行う

第１回目調査

（2025年２月）

第２回目調査

（2025年10月）

継続実態調査の実施（ＴＱＭ活動の継続）

第１回目調査

（2025年2月）

第２回目調査

（2025年12月）

■ 調査目的：「標準化と管理の定着」の状況確認のため

に，２回/年の追跡調査を行う
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